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Interview − インタビュー Interview − インタビュー

　
２
０
１
２
年
の
創
業
以
来
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
一

戸
建
て
の
分
譲
事
業
や
売
買
・
仲
介
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
管
理
な
ど
の
不
動
産
事
業
を
展
開
す
る

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
東
日
本
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
が
る
広
域
的
、
将
来
的

な
視
点
で
地
域
の
価
値
を
変
え
る
不
動
産
を
提
案

し
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
銀
行
員
か
ら
転

身
、
経
験
を
も
と
に
同
社
を
率
い
る
代
表
取
締
役

社
長
・
遠
藤
禎
弘
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
２
０
２
４
年
10
月
に
取
締
役
、
２
０
２
５
年
３

月
に
代
表
取
締
役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
32
年
務

め
た
銀
行
を
退
職
後
、
不
動
産
業
界
に
携
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

２
０
１
６
年
か
ら
２
年
間
、
銀
行
の
地
域
開
発

部
で
「
地
方
創
生
」
に
統

括
の
立
場
で
携
わ
り
ま

し
た
。
地
方
創
生
と
は
、

２
０
１
４
年
に
施
行
さ
れ

た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
」
と
と
も
に
打

ち
出
さ
れ
た
、
地
方
活
性

化
を
目
指
す
政
策
や
取
り

組
み
を
指
す
も
の
で
、

背
景
に
は
日
本
の
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
が
あ
り
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

５
年
し
か
経
っ
て
い
な
い

頃
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

当
初
は
復
興
と
地
方
創
生

を
重
ね
て
考
え
て
い
た
の

で
す
が
、
実
は
考
え
方
も

目
指
す
も
の
も
違
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
気

が
つ
い
た
時
、
だ
い
ぶ
後
れ
を
取
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

　

地
域
開
発
部
で
は
、
地
域
の
社
会
課
題
の
解
決

の
た
め
の
創
業
支
援
や
地
域
中
核
企
業
の
育
成
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
促
進
、
観
光
振
興
、
産
業
支

援
な
ど
を
行
い
、
配
属
先
の
支
店
で
実
践
。
銀

行
と
し
て
は
、
地
方
創
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
の
中
で
も
「
仕
事
を

つ
く
る
」
支
援
に
注
力
し
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん

「
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
思

い
が
募
っ
て
い
き
ま
し
た
。
退
職
後
２
年
間
、
不

動
産
と
保
険
を
扱
う
会
社
に
勤
め
た
の
ち
、
総
合

的
に
不
動
産
を
手
掛
け
る
当
社
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

―
分
譲
住
宅
の
企
画
販
売
や
仲
介
、
管
理
な
ど
幅

広
く
手
掛
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
御
社
の
強

み
と
は
？

　

我
が
社
は
、
人
材
派
遣
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
築
い
て
き
た
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
テ
ッ
ク
を
は
じ
め

と
し
た
、
ワ
ー
ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
グ

ル
ー
プ
会
社
と
し
て
、
２
０
１
２
年
か
ら
不
動
産

業
を
総
合
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
東
北
で
は
当

社
の
よ
う
に
自
社
開
発
マ
ン
シ
ョ
ン
ま
で
手
掛
け

る
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
少
な
い
ん
で
す
。

　

当
社
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
意
識
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
軸
に
あ
る
の
は
「
地

域
の
価
値
は
不
動
産
で
変
わ
る
」
と
い
う
考
え

方
。
ま
ず
、
建
物
は
そ
の
地
域
の
歴
史
・
文
化
、

自
然
を
尊
重
し
、
表
現
し
た
も
の
に
し
た
い
。
例

え
ば
、
広
瀬
川
沿
い
の
「
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
青
葉

未来の「まち」を見据え
地域の価値を上げる不動産を提供

I n t e r v i e w

広
瀬
川
」
（
仙
台
市
青
葉
区
花
壇
・
２
０
２
３
年

８
月
竣
工
）
で
は
、
建
設
の
際
に
伐
採
し
た
ケ
ヤ

キ
の
木
材
で
テ
ー
ブ
ル
を
作
り
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ラ
ウ
ン
ジ
や
パ
ー
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
に
設
置
。
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ラ
ウ
ン
ジ
の
壁
面
に
は
、
宮
城
県
丸
森

町
の
伊
達
冠
石
で
レ
リ
ー
フ
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
心
よ
り
も
周
辺
地
域
に
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
を
多
く
展
開
し
て
い
る
の
は
、
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
を
意
識
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
住
居
を
都
心
周
辺
に
構
え
、
都
心
へ
は
利

便
性
の
高
い
公
共
交
通
機
関
（
地
下
鉄
・
鉄
道
・

バ
ス
）
を
利
用
す
る
暮
ら
し
の
構
築
で
す
。

　

都
心
に
は
、
仕
事
や
買
い
物
、
エ
ン
タ
メ
な
ど

の
機
能
を
集
め
た
ほ
う
が
、
将
来
的
に
も
「
街
の

に
ぎ
わ
い
」
が
持
続
す
る
は
ず
。
こ
れ
か
ら
は
、

我
々
企
業
も
行
政
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
共

有
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
の
形
を
提
案
し
て
い
き
た

い
。
ま
ち
づ
く
り
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
地
域
の

価
値
は
、
不
動
産
の
資
産
価
値
向
上
に
も
つ
な
が

る
は
ず
で
す
。

―
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
づ
く
り
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
携
わ
る
人

づ
く
り
（
人
材
育
成
）
に
関
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

新
卒
採
用
を
重
視
し
て
人
材
育
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
い
い
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
も
の
づ
く

り
へ
の
意
欲
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
意
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
採
用
の
際
は
、
自
社
サ
イ
ト
制
作
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用
が
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す

ね
。
我
々
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
世

代
は
ネ
ッ
ト
検
索
が
主
流
で
す
の
で
。

―
お
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

質
問
を
。
週
末
な
ど
、
休
み
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方

法
は
？

　

全
国
各
地
に
飛
行
機
で
出
掛
け
て
い
ま
す
。

最
近
は
福
井
県
や
岡
山
県
、
北
海
道
な
ど
。
い

つ
も
１
泊
く
ら
い
で
帰
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば

福
井
県
で
は
永
平
寺
と
周
辺
の
歴
史
あ
る
町
並

み
を
歩
き
、
北
海
道
で
は
、
３
年
前
に
で
き
た

野
球
場
「
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
」
で
野
球
観
戦
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
て
き
ま
し
た
。
旅
行

も
兼
ね
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
視

察
に
近
い
で
す
ね
。
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
体

験
す
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
中
法
人
会
へ
の
活
動
の
印
象
な
ど
、
会
員
に
ひ

と
こ
と
お
願
い
し
ま
す

　
当
社
は
今
年
４
月
に
社
名
を
変
更
し
ま
し
た
。
創

業
14
年
が
経
ち
、
企
業
と
し
て
成
長
ス
テ
ー
ジ
が
変

わ
り
、
今
後
５
年
先
、
10
年
先
を
見
据
え
て
活
躍
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
成
長
を
追

い
求
め
た
い
と
の
想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

仙
台
を
は
じ
め
東
北
の
企
業
に
は
、
各
社
競
い

合
う
よ
う
に
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を
意
識
し
て

ほ
し
い
と
感
じ
ま
す
。
我
々
の
母
体
で
あ
る
ワ
ー

ル
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
福
岡
に
本
社
を
構
え

て
い
ま
す
が
、
地
元
企
業
の
投
資
意
欲
が
旺
盛

で
、
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

中
法
人
会
は
皆
さ
ん
仲
が
良
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
最
大
限
活
用
し
、
各
社
が
意
欲
的
に
利
益

を
上
げ
、
適
正
に
納
税
を
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
組
織
で
あ
れ

ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

株式会社ワールドレジデンシャル東日本
仙台市青葉区一番町2-4-1 青葉通パークビルディング2階
TEL.022-212-1410

同社母体・ワールドホールディングス会長直筆の企業理念。
人の幸せと社会の持続的発展の実現を目指す

「レジデンシャル青葉広瀬川」のロビー。ケヤキや伊達冠石など
地元の素材を生かしている

株式会社ワールドレジデンシャル東日本
代表取締役社長

遠藤 禎弘

遠藤禎弘（えんどうよしひろ）
１９６４年宮城県仙台市生まれ。１９８８年(株)七十七銀行入行。
２０２０年上席執行役員、(株)七十七カード取締役（兼任）、宮
城商事株式会社常務取締役を経て、２０２４年に株式会社ワー
ルドアイシティ（現・株式会社ワールドレジデンシャル東日本）
取締役就任、２０２５年３月から現職。
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News − 法人会からのお知らせ News − 法人会からのお知らせ

　

５
月
21
日
（
木
）、
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ａ
仙

台
駅
前
店
に
て
事
業
報
告
会
が
開
催
さ

れ
た
。
司
会
は
経
営
者
懇
話
会
副
会
長

の
豊
田
寛
氏
。

　
冒
頭
に
来
賓
紹
介
が
行
わ
れ
、
仙
台

中
税
務
署
長
の
丹
野
昭
氏
を
は
じ
め
、

６
名
の
来
賓
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
経
営
者
懇
話
会
会
長
の
安

達
裕
明
氏
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、「
社
会

情
勢
や
経
営
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
私
た
ち
経
営
者
に
は
柔

軟
な
対
応
力
と
新
た
な
発
想
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
単
な
る
情
報
交

換
の
場
で
は
な
く
、
互
い
に
刺
激

を
受
け
、
支
え
合
い
、
共
に
成
長

で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
令

和
８
年
度
は
「
交
流
」「
参
加
」「
魅

力
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
よ
り

多
く
の
会
員
が
積
極
的
に
参
画
し
、

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と
実
感
で

き
る
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と

力
強
く
表
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
安
達
会
長
の
進
行
で

議
案
審
議
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
第

１
号
議
案
「
令
和
７
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
」
に
つ
い
て
、

副
会
長
の
佐
藤
圭
一
郎
氏
よ
り
報
告
さ

れ
た
。
続
い
て
、
監
事
の
鹿
郷
文
也
氏

よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も

拍
手
多
数
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

　
第
２
号
議
案
で
あ
る
「
令
和
８
年
度

事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）」
に
つ
い
て
は
副
会
長
の
石
川
耕

平
氏
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も

拍
手
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
仙
台
中
税
務
署
長
の
丹
野

昭
氏
お
よ
び
、
筆
頭
副
会
長
の
髙
澤
雅

哉
氏
の
両
名
よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
、
事

業
報
告
会
は
終
了
し
た
。

　

５
月
29
日
（
金
）、m

メ

ゾ

ン

aison d

ドe 

R

リ

ア

フ

ィ

ー

ユ

IA
-FEU

ILLE

に
て
、
女
性
部
会
の

事
業
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

司
会
は
女
性
部
会
社
会
貢
献
委
員

長
の
庄
司
洋
子
氏
が
務
め
た
。
は
じ

め
に
社
会
貢
献
副
委
員
長
の
髙
原
洋

子
氏
が
女
性
部
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
唱

和
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
来
賓
紹
介

が
行
わ
れ
、
仙
台
中
税
務
署
長
の
丹

野
昭
氏
を
は
じ
め
、
各
部
会
の
会
長

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
女
性
部
会
長
の
山
本
琴
枝

氏
が
議
長
に
就
任
し
、
議
事
が
開
始
さ

れ
た
。
第
１
号
議
案
「
令
和
７
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
・
監
査

報
告
」、
第
２
号
議
案
「
令
和
８
年
度

事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）」

　

５
月
20
日
（
水
）、
東
京
エ
レ
ク

ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
に
て
「
品
格
を

磨
く
マ
ナ
ー
と
所
作
の
講
座
」
を
開

催
。
企
業
や
大
学
で
の
研
修
を
通
じ
て

10
万
人
以
上
に
講
義
を
行
っ
て
き
た

「C

シ

ャ

ル

ム

haRm
e

」
の
日
向
伶
菜
氏
を
迎
え

て
実
施
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
本
講
座
の
目
的
で
あ
る

「
品
格
あ
る
社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
心

構
え
」に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

日
本
古
来
の
作
法
を
理
解
す
る
た
め

いま、中法人会は

Photo Eye
（文責：事務局）

品
格
を
磨
く

マ
ナ
ー
と
所
作
の
講
座

5/20

経
営
者
懇
話
会

事
業
報
告
会（
総
会
）

5/21

　

５
月
22
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台 

中
国
料
理
「
桃
李
」
に

て
経
理
研
究
会
の
事
業
報
告
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
経
理
研
究
会
会
長
の
佐
藤
良

英
氏
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
来
賓

の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
第
１
号
議
案
「
令
和
７
年

度
事
業
報
告・決
算
報
告・監
査
報
告
」、

第
２
号
議
案
「
令
和
８
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
予
算
（
案
）」
に
つ
い
て
、
経

理
研
究
会
副
会
長
の
佐
川
努
氏
よ
り
報

告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承

5/29

女
性
部
会

事
業
報
告
会
（
総
会
）

経
理
研
究
会

事
業
報
告
会（
総
会
）

5/22

に
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
国
際
舞
台
に
お
け
る
プ
ロ
ト
コ
ー

ル
（
国
家
間
の
儀
礼
上
の
ル
ー
ル
）
に

つ
い
て
も
学
習
し
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
い
て
通
用
す
る
マ
ナ
ー
の
習
得
を

図
っ
た
。
若
い
受
講
者
が
多
い
な
か
、

ゲ
ス
ト
と
行
動
を
共
に
す
る
際
に
ホ
ス

ト
側
が
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う
べ
き

か
、ま
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
方
や
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
際
、
ゲ
ス

ト
を
ど
の
席
に
案
内
す
る
か
な
ど
、
日

常
の
何
気
な
い
立
ち
位
置
に
も
配
慮
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
今
回
の
研
修
で
は
葬
儀
時
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
慣
習
と
し
て
身
に
つ
け
て
き
た
作
法

を
、
あ
ら
た
め
て
正
式
に
学
ぶ
良
い
機

会
と
な
っ
た
。
葬
儀
に
お
け
る
身
だ
し

な
み
に
始
ま
り
、
香
典
袋
の
書
き
方
や

渡
し
方
、
焼
香
の
基
本
作
法
（
宗
派
ご

と
の
回
数
な
ど
）
に
つ
い
て
も
学
習
し

た
。

　
最
後
に
、玉た

ま
ぐ
し
ほ
う
て
ん

串
奉
奠
の
基
本
作
法（
神

式
）
の
習
得
を
行
っ
た
。
玉
串
の
受
け

取
り
方
に
始
ま
り
、
持
ち
方
や
高
さ
、

祭
壇
（
神
前
）
で
の
所
作
、
玉
串
の
正

し
い
置
き
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
理
解
が

不
十
分
に
な
り
が
ち
な
点
を
確
認
で
き

る
、
貴
重
な
学
び
の
機
会
と
な
っ
た
。

認
さ
れ
た
。

　
第
３
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は
、
役

員
会
で
協
議
さ
れ
た
役
員
体
制
案
が
提

出
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
役
員
体
制
を

令
和
８
年
度
も
継
続
す
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
た
。

　
堅
苦
し
さ
の
な
い
、
経
理
研
究
会
な

ら
で
は
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
総
会

と
な
っ
た
。

に
つ
い
て
、
女
性
部
会
副
会
長
の
佐
藤

東
代
氏
よ
り
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
た
。

　
事
業
報
告
会
終
了
後
に
は
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。
仙
台
市
環
境
局
家
庭
ご

み
減
量
課
よ
り
、
減
量
推
進
係
統
括
主

任
の
伊
藤
千
春
氏
お
よ
び
主
任
の
滝
田

麻
由
子
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
食

品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
講
演
で
は
、
仙
台
市
の
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
仙
台
市
の
家
庭
ご
み
量
の
う

ち
、
生
ご
み
が
約
３
割
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
た
。

　
令
和
５
年
度
の
推
計
値
で
は
国
内
の

食
品
ロ
ス
が
４
６
４
万
ト
ン
に
の
ぼ

り
、
そ
の
約
半
分
を
家
庭
系

が
占
め
、
事
業
系
を
や
や
上

回
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
が

示
さ
れ
た
。
家
庭
か
ら
出
る

食
品
ロ
ス
の
多
さ
を
知
る
こ

と
で
、
参
加
者
が
日
常
生
活

の
中
で
で
き
る
削
減
策
を
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

女
性
部
会
で
は
以
前
か
ら

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

そ
の
活
動
を
さ
ら
に
広
め
て

い
き
た
い
考
え
だ
。
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勝
負
に
出
た
の
で
す
。家
康
の
強
さ
は
、

単
純
な
武
勇
で
は
な
く
、「
焦
ら
ず
、

準
備
し
、
機
を
逃
さ
な
い
」
こ
と
に
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
江
戸
幕
府
開
府
後
の
後
継
者

指
名
や
大
御
所
政
治
、
人
材
登
用
を
通

し
て
、
家
康
が
“
勝
っ
た
後
”
に
何
を

整
え
た
の
か
を
見
て
い
き
ま
す
。

◇　
◇　
◇

　
１
６
０
３
年
、
家
康
は
征
夷
大
将
軍

に
任
じ
ら
れ
、
江
戸
に
幕
府
を
開
き
ま

し
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
家

康
が
天
下
を
取
っ
た
こ
と
自
体
よ
り

も
、
そ
の
後
の
体
制
づ
く
り
に
強
い
意

識
を
向
け
て
い
た
点
で
す
。
戦
っ
て
勝

つ
だ
け
な
ら
一
代
で
終
わ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、家
康
が
目
指
し
た
の
は
、

徳
川
が
責
任
を
持
っ
て
長
く
日
本
の
舵

取
り
を
行
う
体
制
で
し
た
。
そ
の
象
徴

が
、わ
ず
か
２
年
後
に
将
軍
職
を
三
男・

秀
忠
に
譲
っ
た
判
断
で
す
。
こ
れ
は
単

な
る
隠
居
で
は
な
く
、
徳
川
の
将
軍
職

が
世
襲
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
示
し
、

豊
臣
に
政
治
の
主
導
権
を
戻
さ
な
い
と

い
う
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

な
ぜ
後
継
者
が
秀
忠
だ
っ
た
の
か
。

こ
の
点
に
は
、
家
康
の
組
織
観
が
よ
く

れ
を
単
な
る
左
遷
と
し
て
受
け
止
め
る

の
で
は
な
く
、
将
来
へ
の
足
固
め
の
機

会
と
し
て
捉
え
直
し
ま
す
。
新
た
な
拠

点
と
な
っ
た
江
戸
は
、
当
時
は
ま
だ
整

備
途
上
の
土
地
で
し
た
が
、
こ
こ
で
家

康
は
着
実
に
ま
ち
づ
く
り
と
統
治
基
盤

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
与
え

ら
れ
た
条
件
に
不
満
を
募
ら
せ
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
条
件
の
中
で
最
大
の
価

値
を
生
み
出
す
。こ
の
現
実
対
応
力
は
、

中
小
企
業
経
営
に
も
重
な
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

　

１
５
９
８
年
、
秀
吉
が
死
去
す
る

と
、
家
康
は
再
び
大
き
な
転
機
を
迎
え

ま
す
。
五
大
老
・
五
奉
行
制
の
中
で
、

五
奉
行
の
中
心
で
あ
る
石
田
三
成
と
対

立
が
深
ま
り
、
豊
臣
政
権
内
の
「
武
断

派
」
と
「
吏
僚
派
」
の
対
立
構
図
を
巧

み
に
利
用
し
な
が
ら
、
自
ら
に
有
利
な

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て

１
６
０
０
年
、
会
津
の
上
杉
征
伐
を
め

表
れ
て
い
ま
す
。
候
補
者
は
他
に
も
い

ま
し
た
が
、家
康
が
重
視
し
た
の
は「
自

分
と
同
じ
思
い
で
徳
川
家
の
運
営
を
し

て
く
れ
る
か
」
で
し
た
。
家
康
自
身
、

戦
乱
の
中
で
多
く
の
苦
し
み
を
味
わ
っ

て
き
た
か
ら
こ
そ
、「
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
平
和
な
世
の
中
」
を
強
く

望
ん
で
い
ま
し
た
。
戦
国
時
代
の
よ
う

な
強
烈
な
突
破
力
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は

周
囲
と
協
調
し
、
安
定
を
保
て
る
人
材

が
必
要
だ
と
見
た
の
で
す
。
秀
忠
の
温

厚
さ
や
家
族
思
い
の
性
格
は
、
そ
の
要

件
に
合
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
目
先
の
派
手
さ
で
は
な
く
、
次
の
時

代
に
必
要
な
資
質
で
後
継
者
を
選
ぶ
。

こ
の
発
想
は
、
事
業
承
継
や
管
理
職
登

用
に
も
通
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
家
康
は
、
自
ら
が
駿
府
に

移
っ
て
「
大
御
所
政
治
」
を
行
い
、
江

戸
の
秀
忠
と
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
政

権
運
営
を
進
め
ま
し
た
。
江
戸
は
政
権

実
務
、駿
府
は
朝
廷・寺
社・西
国
大
名・

外
交
、
そ
し
て
今
後
の
制
度
づ
く
り
。

現
代
風
に
言
え
ば
、「
現
在
を
回
す
本

社
」
と
「
将
来
の
仕
組
み
を
整
え
る
戦

略
拠
点
」
を
分
け
た
形
で
す
。
し
か
も

家
康
は
、
長
く
仕
え
て
自
分
の
考
え
を

理
解
し
て
い
る
古
参
幹
部
を
秀
忠
の
も

と
に
残
し
、
自
ら
は
そ
の
分
野
の
専
門

性
を
持
つ
新
し
い
人
材
を
積
極
的
に
登

ぐ
る
動
き
を
き
っ
か
け
に
、
家
康
は

関
ヶ
原
の
戦
い
へ
と
向
か
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
際
立
つ
の
は
、
家
康
が
本

戦
の
前
に
勝
負
を
決
め
に
い
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
家
康
は
江
戸
城
に
と

ど
ま
り
、
ど
ち
ら
に
つ
く
か
迷
う

諸
大
名
に
ひ
た
す
ら
書
状
を
送
り

続
け
ま
し
た
。
そ
の
数
は
82
名
に

１
６
０
通
以
上
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
い
き
な
り
戦
場
で

白
黒
を
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
は

な
く
、戦
う
前
に
味
方
を
増
や
し
、

相
手
を
揺
さ
ぶ
り
、
勝
ち
筋
を
固

め
た
う
え
で
動
い
た
わ
け
で
す
。

「
勝
兵
は
ま
ず
勝
っ
て
、
の
ち
に

戦
を
求
め
る
」
と
い
う
兵
法
の
考

え
方
を
体
現
し
た
よ
う
な
動
き
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
結
果
と
し
て
、
関
ヶ
原
で
は
小

早
川
秀
秋
の
寝
返
り
も
あ
り
、
家

康
は
勝
利
し
ま
す
。
こ
こ
に
至
る

ま
で
、
家
康
は
一
度
も
最
短
距
離
を

走
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
秀
吉

に
臣
従
し
、
関
東
へ
移
り
、
時
間
を
か

け
て
地
盤
を
整
え
、
豊
臣
政
権
内
部
の

動
き
を
読
み
、
機
が
熟
し
た
と
こ
ろ
で

用
し
ま
し
た
。
南
光
坊
天
海
や
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
ら
の
起
用
は
、
そ
の

象
徴
で
す
。
敵
味
方
や
出
自
に
と
ら
わ

れ
ず
、
必
要
な
能
力
を
持
つ
人
物
を
見

出
し
、
適
材
適
所
で
配
置
す
る
。
こ
れ

が
、徳
川
体
制
の
安
定
を
支
え
ま
し
た
。

　
家
康
の
晩
年
に
は
、
長
子
相
続
制
や

官
禄
分
離
、
朱
子
学
の
官
学
化
な
ど
、

長
期
政
権
を
見
据
え
た
制
度
整
備
も
進

め
ら
れ
ま
す
。
行
き
過
ぎ
の
面
も
あ
っ

た
と
は
い
え
、
そ
こ
に
は
「
徳
川
が
責

任
を
持
っ
て
日
本
を
治
め
る
」
と
い
う

覚
悟
が
あ
り
ま
し
た
。
家
康
の
生
涯
か

ら
学
べ
る
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
焦
ら

ず
冷
静
に
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
へ
変
え

る
こ
と
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
周

到
に
準
備
す
る
こ
と
、
適
材
適
所
で
人

材
を
配
置
し
登
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て

個
人
の
思
い
を
社
会
的
な
使
命
へ
昇
華

さ
せ
る
こ
と
、
こ
の
４
点
に
集
約
で
き

ま
す
。

　

目
立
つ
速
さ
や
派
手
さ
で
は
な
く
、

忍
耐
、
準
備
、
配
置
、
継
承
。
家
康
が

最
終
勝
者
と
な
り
、
２
６
０
年
に
及
ぶ

平
和
の
礎
を
築
け
た
背
景
に
は
、
こ
う

し
た
地
道
な
経
営
感
覚
が
あ
り
ま
し

た
。
変
化
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

“
遅
い
よ
う
で
い
て
強
い
”
意
思
決
定

の
あ
り
方
に
、
学
ぶ
べ
き
点
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

著者：神尾弘和
企画・制作：㈱日本マネージメント・リサーチ

　
信
長
亡
き
後
、
家
康
の
前
に
立
ち
は

だ
か
っ
た
の
は
豊
臣
秀
吉
で
し
た
。
家

康
と
秀
吉
が
正
面
か
ら
戦
っ
た
の
は
小

牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
み
で
す
が
、
結

果
と
し
て
家
康
は
秀
吉
に
臣
従
す
る
道

を
選
び
ま
す
。
こ
こ
だ
け
を
見
る
と
、

家
康
は
勝
負
を
避
け
て
屈
し
た
よ
う
に

も
見
え
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ

こ
で
も
「
今
、
何
を
守
り
、
何
を
次
に

つ
な
げ
る
か
」
と
い
う
視
点
が
貫
か
れ

て
い
ま
し
た
。
勝
て
る
戦
と
勝
て
な
い

戦
を
見
極
め
、
自
ら
の
力
を
安
売
り
し

な
い
。
こ
れ
は
家
康
の
生
涯
を
通
じ
た

一
つ
の
特
徴
で
す
。

　
そ
の
典
型
が
、
秀
吉
の
天
下
統
一
後

に
行
わ
れ
た
関
東
移
封
で
す
。
家
康
は

そ
れ
ま
で
の
本
拠
地
を
離
れ
、
関
東
へ

移
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
多
く

の
家
臣
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
で
あ

り
、
決
し
て
歓
迎
さ
れ
る
移
動
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
家
康
は
こ

経
営
者
目
線
で
見
る

そ
の
生
涯

徳
川
家
康

2
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審
査
請
求
人
が
、
相
続
に
よ
り
取
得

し
た
建
物
及
び
土
地
に
つ
い
て
、
財
産

評
価
基
本
通
達
に
定
め
る
「
貸
家
」
及

び
「
貸
家
建
付
地
」
と
評
価
し
、
さ
ら

に
当
該
土
地
に
つ
い
て
、
小
規
模
宅
地

等
に
つ
い
て
の
相
続
税
の
課
税
価
格
の

計
算
の
特
例
（
本
件
特
例
）
を
適
用
し

て
相
続
税
の
申
告
を
し
た
と
こ
ろ
、
原

処
分
庁
が
、当
該
建
物
及
び
土
地
は「
貸

家
」
及
び
「
貸
家
建
付
地
」
に
該
当
せ

ず
、
ま
た
、
当
該
土
地
に
本
件
特
例
を

適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
相

続
税
の
更
正
処
分
等
を
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
請
求
人
が
原
処
分
の

全
部
の
取
消
し
を
求
め
た
事
案
で
、
国

税
不
服
審
判
所
は
、
当
該
建
物
及
び
土

地
は
「
貸
家
」
及
び
「
貸
家
建
付
地
」

と
し
て
評
価
す
べ
き
で
は
な
く
、
当
該

土
地
は
、
租
税
特
別
措
置
法
第
69
条
の

４
《
小
規
模
宅
地
等
に
つ
い
て
の
相
続

税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
特
例
》
第
３

項
第
４
号
に
規
定
す
る
「
貸
付
事
業
用

宅
地
等
」
に
該
当
し
な
い
と
し
て
、
処

分
は
適
法
で
あ
る
と
し
た
（
令
和
７
年

５
月
20
日
付
、
非
公
開
裁
決
）。

基
礎
事
実
等

　
本
件
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
り
本
件

相
続
が
開
始
し
た
（
本
件
相
続
の
開
始

日
を
本
件
相
続
開
始
日
）。
本
件
相
続

に
係
る
共
同
相
続
人
は
、
請
求
人
ほ
か

２
名
で
あ
っ
た
。
請
求
人
は
、
本
件
相

続
に
よ
り
、
本
件
土
地
及
び
本
件
土
地

の
上
に
存
す
る
本
件
建
物
（
本
件
土
地

と
併
せ
て
本
件
不
動
産
）を
取
得
し
た
。

本
件
建
物
は
、
平
成
３
年
に
新
築
さ
れ

た
木
造
瓦
葺
２
階
建
て
の
戸
建
住
宅
で

あ
る
。

　
本
件
建
物
は
、
少
な
く
と
も
令
和
２

年
１
月
以
降
、
本
件
被
相
続
人
の
長
男

（
請
求
人
の
弟
）
に
対
し
賃
貸
さ
れ
て

い
た
が
、
当
該
賃
貸
に
係
る
賃
貸
借
契

約
（
本
件
賃
貸
借
契
約
）
は
同
年
７
月

に
解
除
さ
れ
本
件
被
相
続
人
に
明
け
渡

さ
れ
た
。
本
件
建
物
は
、
当
該
明
渡
し

以
降
、
空
き
家
と
な
っ
て
お
り
、
本
件

相
続
開
始
日
に
お
い
て
、
賃
貸
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

　

請
求
人
は
、
令
和
４
年
７
月
16
日
、

○
○
○
○
と
の
間
で
本
件
不
動
産
を
売

却
す
る
旨
の
不
動
産
売
買
契
約
（
本
件

売
買
契
約
）
を
締
結
し
た
。
な
お
、
本

件
建
物
は
、
本
件
相
続
開
始
日
以
後
、

本
件
売
買
契
約
の
締
結
ま
で
引
き
続
き

空
き
家
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。請
求
人
は
、

本
件
相
続
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
、

る
「
貸
付
事
業
用
宅
地
等
」
に
該
当
す

る
と
し
て
、
本
件
特
例
を
適
用
し
た
。

　
原
処
分
庁
は
、
こ
れ
に
対
し
、
本
件

不
動
産
は
「
貸
家
」
及
び
「
貸
家
建
付

地
」
に
は
該
当
せ
ず
、
ま
た
、
本
件
土

地
は
「
貸
付
事
業
用
宅
地
等
」
に
該
当

し
な
い
た
め
本
件
特
例
を
適
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
令
和
６
年
４

月
24
日
付
で
、
本
件
相

続
税
の
更
正
処
分
（
本

件
更
正
処
分
）
及
び
過

少
申
告
加
算
税
の
賦
課

決
定
（
本
件
賦
課
決
定

処
分
）
を
し
た
。

　

請
求
人
は
、
本
件
更

正
処
分
及
び
本
件
賦
課

決
定
処
分
を
不
服
と
し

て
、
令
和
６
年
６
月
26

日
に
審
査
請
求
を
し
た
。

争
点
は
、

①
本
件
不
動
産
は
「
貸

家
」及
び「
貸
家
建
付
地
」

と
し
て
評
価
す
べ
き
か

否
か
。

②
本
件
土
地
は
措
置
法

第
69
条
の
４
第
３
項
第

４
号
に
規
定
す
る
「
貸

付
事
業
用
宅
地
等
」
に

該
当
す
る
か
否
か
。

税
の
し
る
べ
裁
決
事
例
集

請求人が相続により取得した建物は、約２年間空き家で、請求人が不動産
会社に賃貸の相談したのは相続開始から数カ月後であるなどとして、当該
建物の敷地の用に供されている土地は「貸付事業用宅地等」に該当せず、
小規模宅地等の特例は適用できないとした事例。

裁決のポイント

週刊「税のしるべ」令和８年６月８日号より掲載

Business − 経営・労務・税務 Business − 経営・労務・税務

4

請
求
人
の
主
張

　
①
本
件
建
物
の
賃
貸
借
契
約
の
解
除

後
も
新
た
な
賃
借
人
を
探
す
意
思
が
あ

り
、
い
つ
で
も
稼
働
し
得
る
よ
う
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
等
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
本
件
不
動
産
は
、「
貸
家
」
及

び
「
貸
家
建
付
地
」
と
し
て
評
価
す
べ

き
で
あ
る
。

　
②
本
件
特
例
の
適
用
に
つ
い
て
、
本

件
建
物
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る

本
件
土
地
は
、
相
続
開
始
の
時
に
一
時

的
に
本
件
建
物
に
賃
借
人
が
い
な
か
っ

た
に
す
ぎ
ず
、「
事
業
承
継
要
件
」
及

び
「
保
有
継
続
要
件
」
を
満
た
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、「
貸
付
事
業
用
宅

地
等
」
に
該
当
す
る
。

審
判
所
の
判
断

　
①
本
件
建
物
は
、
相
続
開
始
日
に
お

い
て
現
に
賃
貸
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
財
産
評
価
基
本
通
達
に
い
う

「
貸
家
」
に
該
当
せ
ず
、
ま
た
、
本
件

土
地
は
、
本
件
建
物
の
敷
地
の
用
に
供

さ
れ
て
は
い
る
が
、
本
件
建
物
が
貸
家

に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、「
貸
家
建

付
地
」
に
該
当
し
な
い
。

　
②
本
件
建
物
は
、
賃
貸
借
契
約
が
終

了
し
た
後
、
約
２
年
間
に
わ
た
っ
て
空

き
家
の
状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と
、
被

相
続
人
は
、
本
件
建
物
が
空
き
家
と

な
っ
て
か
ら
相
続
が
開
始
す
る
ま
で
の

間
、
不
動
産
会
社
に
新
た
な
賃
借
人
の

募
集
に
つ
い
て
相
談
を
し
て
お
ら
ず
、

請
求
人
が
初
め
て
本
件
建
物
の
賃
貸
に

つ
い
て
不
動
産
会
社
に
相
談
を
し
た
の

は
、
相
続
開
始
か
ら
11
カ
月
後
で
あ
る

こ
と
、
請
求
人
は
、
本
件
建
物
を
新
た

に
賃
貸
し
な
い
ま
ま
売
買
契
約
を
締
結

し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件
建

物
は
、
一
時
的
に
賃
貸
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
相
続
開
始
の
時
に
お

い
て
、
本
件
土
地
は
被
相
続
人
の
貸
付

事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
と
は
認
め

ら
れ
ず
、
ま
た
、
請
求
人
が
相
続
開
始

の
時
か
ら
相
続
税
の
申
告
期
限
ま
で
の

間
に
本
件
土
地
に
係
る
被
相
続
人
の
貸

付
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
本
件
土
地
を
貸

付
事
業
の
用
に
供
し
て
い
た
と
も
認
め

ら
れ
な
い
か
ら
、
本
件
土
地
は
、
措
置

法
第
69
条
の
４
第
３
項
第
４
号
に
規
定

す
る
「
貸
付
事
業
用
宅
地
等
」
に
該
当

し
な
い
。

法
定
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
し
た
。

　
請
求
人
は
当
該
申
告
に
お
い
て
、
本

件
不
動
産
に
つ
い
て
、
財
産
評
価
基
本

通
達
93
《
貸
家
の
評
価
》
及
び
26
《
貸

家
建
付
地
の
評
価
》
に
定
め
る
「
貸

家
」
及
び
「
貸
家
建
付
地
」
と
し
て
評

価
し
た
上
で
、
本
件
土
地
は
、
措
置
法

第
69
条
の
４
第
３
項
第
４
号
に
規
定
す
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Journey − 旅のススメ Health − 健康

サロン併設なので面倒な着付けも安心 。5 ～10分
で着られる手軽さもうれしい

岩手県一関市厳美町祭畤32
TEL0191-39-2877公式HP Instagram

　
２
０
２
５
年
春
、
栗
駒
山
麓
の
静
寂

の
中
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

「
祭ま
つ
る
べ畤

温
泉
か
み
く
ら
」。
慌
た
だ
し
い

日
常
か
ら
離
れ
、
い
つ
も
と
違
っ
た
体

験
を
し
な
が
ら
、心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
る
旅
「
リ
ト
リ
ー
ト
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
掲
げ
て
い
る
。

　

最
大
の
魅
力
は
、
地
元
出
身
の

Ｇｒ
ａ
ｎ
ｄ　
Ｃ
ｈｅ
ｆ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ａ
が
生
み
出

す
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
フ
レ

ン
チ
。
栗
駒
山
麓
の
豊

富
な
恵
み
に
、
醤
油
、

味
噌
、
麹
と
い
っ
た
発

酵
食
品
な
ど
和
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
加
え
、
周
辺

の
四
季
を
表
現
す
る
。

中
に
は
シ
ェ
フ
自
ら
生

産
者
を
訪
ね
て
交
渉

し
、
仕
入
れ
て
い
る
食

材
も
あ
り
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
地
元
食

材
や
生
産
者
の
す
ば
ら

し
さ
を
発
信
す
る
場
と

い
う
側
面
も
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
し
か

味
わ
え
な
い
美
食
を
こ

こ
で
し
か
体
験
で
き
な

い
“
非
日
常
”
で
演

出
す
る
の
も
、
か
み
く
ら
流
の
お
も
て

な
し
。
着
付
け
不
要
で
気
軽
に
着
物
を

楽
し
め
る
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
」
の
サ
ロ
ン
が
館
内

に
併
設
さ
れ
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
か
ら

好
き
な
着
物
で
過
ご
せ
る
。

　
温
泉
の
泉
質
も
ま
た
、
か
み
く
ら
が

誇
る
魅
力
の
１
つ
。
ア
ル
カ
リ
性
の
お

湯
が
余
分
な
角
質
や
皮
脂
な
ど
を
落
と

し
な
が
ら
温
泉
成
分
が
肌
を
覆
う
た
め
、

美
肌
の
湯
と
名
高
い
。

　
「
リ
ト
リ
ー
ト
」と
は
謳
っ
て
い
る
が
、

楽
し
み
方
、
過
ご
し
方
は
千
差
万
別
。

自
分
な
り
の
ス
タ
イ
ル
で
、
心
も
体
も

解
放
し
た
い
。

館内の風格ある柱や梁は、“昔ながらの温泉旅館”だった名残

栗駒山麓の厳選した食材が食卓を彩る。
秋はキノコ、春は山菜という山の恵みも

静
か
な
山
の
宿
で
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を

祭ま
つ
る
べ畤
温
泉 

か
み
く
ら
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Column − コラム Gourmet − 美味探訪

会社の決算と申告の実務、税制改正の主要項目
自主点検チェックシート等について

日時／8月20日（木）　13:30～15:00

場所／卸町会館４階大会議室（仙台市若林区卸町 2-15-2）

決算法人説明会
EVENT

広報誌発送の際、会員は1部10円（税込）でチラシの同梱が可能です。お問い合わせは仙台中法人会事務局（TEL.022-263-0152）まで。

長い年月を超えて
累々と伝わる職人
の技。絶妙な焼き
色が食欲をそそる

つくばいのある中
庭に面した「葵の
間」。掘りごたつの
ある間で、小さな
布団も用意され、
お子様連れの家族
に喜ばれている

　
ぶ
ら
ん
ど
〜
む
一
番
町
商
店
街
か
ら

西
へ
入
る
と
、
風
格
の
あ
る
建
物
と
、

う
な
ぎ
を
描
い
た
大
き
な
の
れ
ん
が
見

え
て
く
る
。
伊
達
藩
政
時
代
か
ら
続
く

老
舗
「
割
烹
蒲
焼 

大
観
楼
」
だ
。

　
「
う
な
ぎ
屋
と
し
て
創
業
し
て

２
０
０
年
を
超
え
ま
す
」と
話
す
の
は
、

８
代
目
の
遠
藤
慎
一
さ
ん
。
う
な
ぎ

は
産
地
か
ら
選
び
、
一
晩
は
店
の
井

戸
水
で
回
復
さ
せ
て
か
ら
調
理
す
る

と
い
う
。「
さ
き
た
て
焼
き
た
て
」
を

身
上
と
す
る
味
わ
い
に
は
、
長
き
に

わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
職
人
技

が
息
づ
く
。

　
会
席
料
理
に
も
う
な
ぎ
が
ふ
ん
だ
ん

に
使
わ
れ
る
。
う
な
ぎ
本
来
の
味
を
感

じ
ら
れ
る
白
焼
き
に
、
ク
リ
ー
ミ
ー
な

食
感
が
心
地
よ
い
う
な
ぎ
の
鳴
門
蒸

し
。
そ
し
て
締
め
に
は
も
ち
ろ
ん
う
な

重
。
栄
養
豊
富
な
う
な
ぎ
会
席
は
、
お

祝
い
や
節
目
の
席
に
も
、
滋
養
を
求
め

る
夏
の
盛
り
に
も
ふ
さ
わ
し
い
。

　
今
年
１
月
に
は
、
４
カ
月
に
わ
た
る

仙台市青葉区一番町3-9-5
TEL.022-221-7575
11:00～14:00
17:00～21:00
月曜定休
会席の予約は前日まで
昼・夜の会席料理　8,800円～

改
装
工
事
を
経
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
。
１
階
に
は
職
人
が
う
な
ぎ
を
捌

く
技
を
見
ら
れ
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
、
２
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
に
は

古
典
物
語
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
壁
絵
が

広
が
る
。
さ
ら
に
、
仙
台
で
唯
一
と
な

る
、
焼
き
場
の
仕
事
を
間
近
に
眺
め
ら

れ
る
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
席
も
設
け

ら
れ
た
。

　
伝
統
の
味
を
、
新
た
な
空
間
で
味
わ

う
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た
大
観
楼
で
、
心

ゆ
く
ま
で
う
な
ぎ
を
堪
能
し
た
い
。

創
業
２
０
０
年
超
の
う
な
ぎ
処

熟
練
の
職
人
技
を
新
た
な
空
間
で
堪
能

割
烹
蒲
焼 

大
観
楼

目にもふっくらと映る「うな重」（4,070円～／税込）
は、創業以来つぎ足してきた秘伝のたれとともに絶
品の味を堪能できる（写真は会席の一品）
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仙台中税務署　TEL.022-783-7831（代表）
国税に関する御相談・御質問は、気軽にお電話で！ 音声案内で「１」を選択してください。

「電話相談センター」につながります。
※税務署での面接相談御希望の場合は、事前予約が必要です。
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